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相
場
展
望

【
強
気
相
場
は
継
続
か
】

3
月
末
か
ら
４
月
初
旬
は
期
末
・期
初
と
い
う
時
期

な
の
で
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
自
己
売
買
部
門
の
売
買
が
停
滞

す
る
こ
と
や
史
上
最
高
値
を
相
次
い
で
更
新
す
る
先
進

国
の
株
式
市
場
に
よ
り
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
運
用
を
行
っ

て
い
る
年
金
に
よ
る
リ
バ
ラ
ン
ス
の
売
り
な
ど
が
発
生
し

や
す
い
。
短
期
的
な
需
給
に
よ
る
株
価
の
下
落
は
あ
り

そ
う
だ
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
下
落
が
仮
に
起
き
た
と

し
て
も
短
期
的
な
需
給
を
崩
し
た
と
こ
ろ
で
、
大
き
な

流
れ
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

特
に
今
の
日
本
株
は
、
構
造
的
変
化
が
強
気
相
場
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
従
来
の
長
期
停
滞
経
済
下
で
の
グ

ロ
ー
バ
ル
景
気
変
動
に
連
動
す
る
よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

は
す
で
に
な
い
。

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
利
下
げ
回
数
な
ど
が
騒
が
れ
て
い
る
が
、
今

の
日
本
株
に
は
正
直
、
全
く
関
係
な
い
。
よ
っ
て
、
期
末

や
期
初
で
株
価
変
動
が
大
き
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
懸

念
を
抱
く
必
要
も
全
く
な
い
。
む
し
ろ
、
イ
ベ
ン
ト
に
絡

ん
だ
投
機
の
売
り
局
面
は
、
投
資
に
と
っ
て
は
す
べ
て
好

機
と
な
る
。
先
月
、
日
経
平
均
の
４
０
０
０
０
円
達
成
後

に
２
０
０
０
円
程
度
下
落
し
た
時
も
、
売
り
場
ど
こ
ろ

か
買
い
場
と
な
り
、
再
び
反
転
し
て
４
０
０
０
０
円
台
を

突
破
し
て
い
る
。
こ
れ
が
現
実
で
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
や
多
く
の
市
場
関
係
者
の
相
場
解
説
や
ス
ト

ラ
テ
ジ
ー
は
、
投
機(

短
期
的
な
視
点)

の
た
め
の
話
で

あ
り
、
投
資(

中
長
期
視
点)

に
と
っ
て
は
、
彼
ら
の
話
を

真
に
受
け
て
は
な
ら
な
い
。

3
月
は
、
日
銀
の
政
策
修
正
と
い
う
１
０
数
年
ぶ
り
の

改
革
に
伴
い
金
融
株
の
利
益
確
定
売
り
を
推
奨
す
る
ア

ナ
リ
ス
ト
や
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト
は
多
く
い
た
が
、
金
融
株

は
デ
フ
レ
経
済
の
影
響
に
よ
り
日
本
に
お
い
て
最
も
収

益
環
境
が
厳
し
い
セ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
そ
の
セ
ク
タ
ー
の

環
境
変
化
が
構
造
要
因
に
よ
り
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

理
解
し
な
い
と
い
け
な
い
。

つ
ま
り
、
金
融
株
の
ア
ッ
プ
サ
イ
ド
は
、
ま
だ
ま
だ
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。

ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
と
い
う
新
た
な
成
長
材
料
を
得
た
こ

と
で
注
目
さ
れ
て
い
る
半
導
体
関
連
株
も
構
造
的
変
化

の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ

の
構
造
変
化
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
終
焉
に
よ
る
経

済
安
全
保
障
へ
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
直
近
発
表
の
あ
っ

た
公
示
地
価
で
、
半
導
体
産
業
に
沸
く
北
海
道
の
千
歳
、

熊
本
の
菊
陽
町
と
そ
の
周
辺
の
商
業
地
の
価
値
が
バ
ブ

ル
期
の
よ
う
に
大
き
く
上
昇
し
て
い
た
が
、
結
局
、
こ
の

価
値
の
上
昇
は
何
で
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
？
そ
う
、
投

資
で
あ
る
！

投
資
が
価
値
を
引
き
上
げ
る
の
だ
。
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日
本
は
、
よ
う
や
く
投
資
が
活
発
化
す
る
フ
ェ
ー
ズ
に

移
行
し
た
。
賃
金
上
昇
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
も
、
人

的
投
資
が
活
発
化
し
た
証
拠
で
あ
る
。

投
資
が
活
発
化
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
長
期
投
資
が

可
能
と
な
っ
た
の
だ
。

銀
行
株
を
中
心
と
し
た
金
融
セ
ク
タ
ー
と
半
導
体
関

連
株
へ
の
投
資
を
中
心
に
、
構
造
変
化
の
恩
恵
を
受
け

る
よ
う
な
他
の
銘
柄
や
セ
ク
タ
ー
に
注
目
す
れ
ば
い
い

だ
ろ
う
。

今
の
日
本
株
は
、
ま
だ
ま
だ
バ
リ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン(

企
業

価
値
評
価)

面
で
の
割
安
感
が
完
全
に
解
消
さ
れ
た
わ

け
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
強
気
姿
勢
を
維
持
す
る
べ

き
な
の
で
あ
る
。

目
先
の
株
価
変
動
で
思
考
が
停
止
す
る
よ
う
な
レ
ベ

ル
だ
と
、
高
い
リ
タ
ー
ン
を
得
る
機
会
を
自
ら
放
棄
し
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る
こ
と
を
よ
く
理
解
す
る
べ
き
だ
ろ

う
。

【
日
銀
の
政
策
修
正
の
背
景
と
今
後
の
見
通
し
】

日
銀
の
異
次
元
緩
和
の
終
了
も
メ
デ
ィ
ア
な
ど
は
金

融
引
き
締
め
と
騒
い
で
い
た
が
、
繰
り
返
し
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
日
本
の
金
融
政
策
の
正
常
化
は
、
金
融
引

き
締
め
へ
の
転
換
で
は
断
じ
て
な
い
。

既
に
日
本
経
済
は
、
異
次
元
緩
和
を
必
要
と
す
る
よ

う
な
流
動
性
リ
ス
ク
に
陥
る
危
険
性
が
乏
し
い
か
ら
で

あ
る
（は
っ
き
り
言
え
ば
必
要
性
は
ゼ
ロ
で
あ
る
）。
政
策

導
入
時
は
、
欧
米
の
不
動
産
バ
ブ
ル
の
崩
壊
や
欧
州
債

務
危
機
な
ど
の
影
響
も
あ
っ
て
、
デ
フ
レ
経
済
が
深
刻
化

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
金
融
市
場
の
不
安
定
化
を
抑
制

す
る
た
め
に
、
異
次
元
緩
和
を
行
う
必
要
性
は
あ
っ
た
。

し
か
し
、
政
策
を
導
入
し
て
11
年
が
経
過
し
、
環
境
が

大
き
く
様
変
わ
り
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
不
況
は
既
に

終
わ
り
、
企
業
側
で
流
動
性
が
滞
留
す
る
状
況
と
な
っ

て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
上
場
企
業
を
中
心
に
自
己
資
本

比
率
が
大
き
く
上
昇
し
た
の
で
あ
る
（そ
の
結
果
が
大

型
株
で
の
Ｐ
Ｂ
Ｒ
１
倍
割
れ
銘
柄
の
続
出
で
あ
る
）。
た

だ
し
、
デ
フ
レ
経
済
か
ら
は
完
全
に
脱
却
で
き
る
よ
う
な

環
境
で
は
な
か
っ
た
。
何
故
な
の
だ
ろ
う
か
？
そ
れ
は
、

日
本
の
社
会
に
お
け
る
流
動
性
自
体
が
大
き
く
改
善
し

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

な
ぜ
日
本
社
会
の
流
動
性
が
改
善
し
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
？
そ
れ
は
、
社
会
に
流
動
性
を
供
給
す
る
仕
組

み
が
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
。
そ
う
、

企
業
の
設
備
投
資
で
あ
る
。

こ
の
日
本
の
長
期
停
滞
を
も
た
ら
し
て
い
た
理
由
が

理
解
で
き
て
い
れ
ば
、
な
ぜ
マ
イ
ナ
ス
金
利
が
導
入
さ
れ

た
の
か
も
簡
単
に
分
か
る
だ
ろ
う
。
流
動
性
の
元
と
な

る
貨
幣
を
創
造
す
る
機
能
（金
融
シ
ス
テ
ム
機
能
）の
停

滞
を
回
避
す
る
た
め
で
あ
る
。
日
銀
が
積
極
的
に
国
債

買
い
入
れ
に
よ
っ
て
流
動
性
を
金
融
市
場
に
供
給
し
て

も
、
金
融
機
関
が
日
銀
当
座
預
金
に
流
動
性
を
積
み
上

げ
て
、
流
動
性
が
滞
留
し
て
し
ま
う
と
、
政
策
効
果
が
抑

制
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。 

だ
か
ら
、
日
本
銀
行
は
、
日
銀
当
座
預
金
の
過
剰
な
残

高
の
積
み
上
げ
を
抑
制
す
る
た
め
に
マ
イ
ナ
ス
金
利
を

導
入
し
た
の
だ
。
特
に
異
次
元
緩
和
が
導
入
さ
れ
、
未
だ

デ
フ
レ
経
済
か
ら
の
脱
却
が
見
通
せ
な
か
っ
た
時
期
に

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
金
融
政
策
の
修
正
に
よ
り
世
界
的
な
リ
ス
ク

マ
ネ
ー
に
対
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
が
上
昇
し
て
し
ま
っ
た
の

で
、
２
０
１
６
年
２
月
に
マ
イ
ナ
ス
金
利
が
導
入
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

社
会
に
流
動
性
を
供
給
す
る
心
臓
の
役
割
で
あ
る

企
業
の
投
資
は
、
既
に
バ
ブ
ル
崩
壊
時
以
降
の
レ
ン
ジ
水

準
を
切
り
上
げ
、
増
加
傾
向
に
入
っ
て
い
る
。
名
目
Ｇ
Ｄ

Ｐ
統
計
で
確
認
す
る
と
、
日
本
の
民
間
設
備
投
資
は
、
バ

ブ
ル
崩
壊
以
降
は
70
兆
円
か
ら
90
兆
円
の
レ
ン
ジ
内
で

推
移
し
て
い
た
。
バ
ブ
ル
ピ
ー
ク
時
の
１
９
９
１
年
で
も

95
兆
円
程
度
で
あ
っ
た
が
、
２
０
２
３
年
10-

12
月
期
の

名
目
民
間
設
備
投
資
は
１
０
２
兆
円
と
な
り
、
１
０
０

兆
円
の
大
台
を
突
破
し
た
の
だ
。

賃
金
上
昇
の
持
続
性
も
人
出
不
足
の
影
響
も
あ
っ
て

期
待
で
き
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
フ
レ
率
も
伸
び

率
は
鈍
化
し
て
い
る
と
は
い
え
、
食
品
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

除
く
コ
ア
コ
ア
Ｃ
Ｐ
Ｉ
で
３
％
を
超
え
る
水
準
に
ま
で
上

昇
し
て
い
る
。
春
闘
の
平
均
賃
金
上
昇
率
は
＋
5.

25
％

だ
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
実
質
賃
金
上
昇
率
は
、
既

に
日
本
で
は
プ
ラ
ス
に
浮
上
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
は
、
よ
う
や
く
経
済
の
拡
大
期
に
移
行
し
た
。
積

極
的
に
活
用
さ
れ
な
い
資
本
、
つ
ま
り
企
業
側
に
滞
留

し
て
い
た
流
動
性
に
変
化
が
生
じ
た
の
だ
。

循
環
経
済
の
仕
組
み
が
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
日
本
の
株
式
市
場
が

今
後
、
更
に
高
み
を
目
指
す
の
は
何
も
不
思
議
な
話
で

は
な
い
。
そ
う
遠
く
な
い
う
ち
に
日
経
平
均
5
万
円
の

時
代
が
迫
っ
て
い
る
。

今
は
行
動
し
た
も
の
勝
ち
だ
。
こ
こ
か
ら
の
日
経
平
均

は
、
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
未
知
の
価
格
に
突
入
す

る
だ
ろ
う
。

 お取引の際は当社所定の手数料がかかります。

 投資判断の参考となる情報の提供を目的として作成されたもので、有価証券の取引には、相場変動その他
の要因により、損失が生じるおそれがあります。また、本レポートの対象となる企業は、投資の知識・経
験、財産の状況及び投資目的が異なるすべての投資者の方々に、投資対象として一律に適合するとは限り
ません。銘柄の選択、投資判断の最終決定は、投資者ご自身の判断でなされるようにお願いいたします。
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三
菱
重
工
【
７
０
１
１
】

総
合
重
機
メ
ー
カ
ー
の
国
内
最
大
手
。
現
在
の
主
力
セ
グ
メ
ン
ト
は
、

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
、
原
子
力
発
電
プ
ラ
ン
ト
、
航
空
エ
ン
ジ
ン
な
ど
が
メ
イ

ン
の
「
エ
ナ
ジ
ー
」
と
、
民
間
航
空
機
、
宇
宙
機
器
、
防
衛
関
連
の
航
空

機
・
艦
艇
・
戦
車
・
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
「
航
空
・
防
衛
・
宇
宙
」
で
あ
る
。

こ
の
主
力
セ
グ
メ
ン
ト
を
は
じ
め
、
機
械
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
「
プ
ラ
ン

ト
・
イ
ン
フ
ラ
」
、
タ
ー
ボ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
エ
ア
コ

ン
な
ど
の
「
物
流
・
冷
熱
・
ド
ラ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
」
に
区
分
さ
れ
る
よ
う

に
、
幅
広
い
分
野
を
行
っ
て
い
る
。

三
菱
重
工
は
エ
ナ
ジ
ー
分
野
の
主
力
製
品
で
あ
る
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ(

天
然
ガ

ス
な
ど
の
燃
料
を
使
用
し
た
最
も
ク
リ
ー
ン
か
つ
効
率
的
な
発
電
設
備)

を
は
じ
め
、
水
素
を
燃
焼
す
る
タ
ー
ビ
ン
の
開
発
な
ど
脱
炭
素
へ
の
対
応

が
評
価
さ
れ
、
大
量
受
注
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
は
２
０
２
３
年
に
２
年
連
続
の
世
界
シ
ェ
ア
１
位
を
獲
得
し
て
い
る
。

原
子
力
事
業
に
お
い
て
は
脱
炭
素
社
会
の
実
現
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供

給
の
た
め
に
日
本
政
府
は
次
世
代
原
子
炉
の
開
発
に
お
け
る
中
核
企
業
と

し
て
三
菱
重
工
を
選
定
。

ま
た
、
昨
今
の
世
界
情
勢
か
ら
日
本
政
府
は
防
衛
予
算
を
大
幅
増
額
す

る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
の
防
衛
・
宇
宙
の
中

核
を
担
っ
て
い
る
三
菱
重
工
は
防
衛
宇
宙
事
業
の
人
員
・
設
備
投
資
を
進

め
、
２
０
２
９
年
度
ま
で
は
同
事
業
の
年
間
売
上
高
は
１
兆
円
以
上
の
水

準
を
維
持
す
る
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。
こ
れ
は
、
過
去
２
０
年
ほ
ど
５

０
０
０
億
円
程
度
で
推
移
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
か
な
り
の
高
水

準
で
あ
る
。
同
社
は
戦
闘
機
や
潜
水
艦
、
戦
車
な
ど
幅
広
く
網
羅
し
て
い

る
が
、
今
後
は
政
府
の
要
望
に
よ
り
ミ
サ
イ
ル
事
業
、
次
期
戦
闘
機
開
発

に
も
力
を
入
れ
る
方
針
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
優
れ
た
技
術
力
を
有
し
て
お
り
、
国

内
外
問
わ
ず
高
い
シ
ェ
ア
率
を
誇
る
。
原
子
力
、
防
衛
宇
宙
の
中
枢
企
業

で
あ
る
三
菱
重
工
は
、
国
策
と
い
う
追
い
風
を
受
け
今
後
も
売
上
を
最
高

水
準
で
伸
ば
し
て
い
く
見
通
し
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
更
に
益
率
の
改
善
・

成
長
が
見
込
ま
れ
れ
ば
、
株
価
の
上
昇
余
地
は
ま
だ
十
分
あ
る
。
加
え
て
、

三
菱
重
工
は
実
質
的
に
２
０
２
４
年
３
月
２
９
日
を
基
準
日
と
し
て
、
株

式
を
１
株
に
つ
き
１
０
株
の
割
合
を
も
っ
て
株
式
を
分
割
す
る
。
こ
れ
に

よ
り
更
に
株
式
売
買
高
・
売
買
自
由
度
が
高
ま
っ
て
い
く
予
想
。

『
国
策
に
売
り
な
し
』
と
い
う
相
場
格
言
が
あ
る
よ
う
に
、
売
買
自
由

度
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
今
か
ら
で
も
保
有
す
る
べ
き
貴
重
な

銘
柄
で
あ
る
。

日
立
【 

６
５
０
１ 

】

多
種
多
様
な
業
態
の
グ
ル
ー
プ
を
傘
下
に
持
つ
、
国
内
最
大
の
総
合
電

機
メ
ー
カ
ー
。
過
去
の
莫
大
な
赤
字
を
計
上
し
て
か
ら
数
年
か
け
て
事
業

再
編
を
行
い
、
成
長
分
野
に
集
中
す
る
た
め
に
経
営
体
制
を
ス
リ
ム
化
し

て
き
た
。
現
在
で
は
子
会
社
の
保
有
株
を
一
定
比
率
ま
で
売
却
し
、
協
業

関
係
は
保
ち
つ
つ
、
鉄
道
シ
ス
テ
ム
や
送
電
網
な
ど
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ

関
係
に
お
け
る
「
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
分
野
」
、
金
融
機
関
や
政

府
向
け
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
含
む
「
デ
ジ
タ
ル
化
関
連
分
野
」
と
、
工
場
整

備
や
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
「
産
業
関
連
分
野
」
に
照
準
を
定
め
て
い
る
。

大
規
模
な
事
業
再
編
の
過
程
で
照
準
を
定
め
た
三
大
分
野
の
う
ち
、
「
グ

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
分
野
」
と
「
デ
ジ
タ
ル
化
関
連
分
野
」
に
お
い

て
近
年
、
世
界
規
模
で
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。

「
デ
ジ
タ
ル
化
関
連
分
野
」
に
お
い
て
は
、
２
０
１
６
年
に
提
供
を
開

始
し
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
顧
客
偉
業
と
経
営
課
題
を
解
決
、
事
業
を

効
率
化
す
る
ル
マ
ー
ダ
事
業
が
成
長
の
柱
で
あ
る
。
国
内
で
は
、
飲
料

メ
ー
カ
ー
大
手
の
サ
ン
ト
リ
ー
や
物
流
分
野
で
は
三
井
物
産
、
製
鉄
大
手

の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
ま
で
と
い
っ
た
非
常
に
幅
広
い
業
種
で
、

ル
マ
ー
ダ
を
用
い
て
経
営
効
率
化
を
目
指
す
シ
ス
テ
ム
の
共
同
開
発
を

行
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
結
果
、
売
り
上
げ
収
益
は
２

０
２
４
年
3

月
期
予
想
ま
で
右
肩
上
が
り
に
成
長
を
続
け
て
い
る
。
こ
の

取
り
組
み
は
日
本
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
米
デ
ィ
ズ
ニ
ー
と
も
協
創
を

行
っ
て
い
る
よ
う
に
海
外
売
上
比
率
も
意
識
的
に
伸
ば
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
２
０
２
４
年
3

月
19

日
に
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
お
い
て
め
ざ
ま
し
い

成
長
を
遂
げ
て
い
る
米
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
と
協
業
を
行
う
と
発
表
。
エ
ヌ
ビ

デ
ィ
ア
の
生
成
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
日
立
ル
マ
ー
ダ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
に
活
用
す
る
。
こ
れ
は
ル
マ
ー
ダ
の
技
術
進
化
に
加
え
て
、
知
名

度
ア
ッ
プ
な
ど
好
影
響
が
大
き
い
と
予
想
さ
れ
る
。
今
後
も
ル
マ
ー
ダ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
高
度
化
に
あ
わ
せ
て
、
事
業
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

「
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
分
野
」
に
お
い
て
は
、
送
配
電
事
業
の
Ｈ

Ｖ
Ｄ
Ｃ
が
非
常
に
好
調
で
あ
る
。
Ｈ
Ｄ
Ｖ
Ｃ
は
長
距
離
の
大
容
量
送
電
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
統
合
、
送
電
網
の
相
互
接
続
に
高
い
効
率
を
発

揮
す
る
。
ル
マ
ー
ダ
事
業
で
も
当
て
は
ま
る
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
発
展
な
ど

近
年
の
情
報
の
高
度
化
・
大
容
量
化
に
伴
い
非
常
に
大
き
な
電
力
消
費
を

伴
う
が
、
こ
の
Ｈ
Ｄ
Ｖ
Ｃ
は
今
後
の
脱
炭
素
化
社
会
に
お
い
て
非
常
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
Ｈ
Ｄ
Ｖ
Ｃ

の
世
界
ト
ッ
プ
級
の
シ
ェ
ア
率
を
誇
る
ス
イ
ス
Ａ
Ｂ
Ｂ
を
完
全
子
会
社
化

し
て
お
り
、
こ
の
送
配
線
事
業
に
力
を
注
い
で
い
る
。
今
後
、
Ｈ
Ｄ
Ｖ
Ｃ

の
需
要
は
高
ま
る
予
想
で
あ
り
同
社
製
品
の
売
上
収
益
を
伸
ば
し
て
い
く

予
想
。

こ
の
よ
う
に
力
を
注
い
で
い
る
事
業
の
今
後
の
成
長
発
展
が
期
待
さ
れ
、

経
営
を
効
率
化
を
継
続
的
に
行
う
日
立
は
、
業
績
を
伸
ば
し
て
い
く
予
想

が
で
き
Ｅ
Ｐ
Ｓ(

1

株
当
た
り
の
純
利
益)

の
観
点
か
ら
も
十
分
資
産
価
値

の
あ
る
銘
柄
に
な
る
こ
と
が
中
長
期
目
線
で
考
え
ら
れ
る
保
有
を
お
す
す

め
す
る
銘
柄
で
あ
る
。

ダ
イ
キ
ン
【

６
３
６
７ 

】

空
調
機
に
お
い
て
世
界
1

位
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
空
調
機
業
界
の
世
界
的
な

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
企
業
。
業
務
用
空
調
機
で
は
国
内
売
上
が
ダ
ン
ト
ツ
、
家
庭
用
空

調
機
で
も
ト
ッ
プ
を
占
め
る
。
ダ
イ
キ
ン
の
主
な
セ
グ
メ
ン
ト
は
空
調
事
業
の
ほ

か
に
化
学
事
業
も
行
っ
て
い
る
。
化
学
事
業
で
は
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ガ
ス(

空

気
を
冷
や
し
た
り
温
め
た
り
す
る
際
に
欠
か
せ
な
い
冷
媒
と
呼
ば
れ
る
ガ
ス)

、

Ｌ
Ａ
Ｎ
電
線
分
野
や
自
動
車
分
野
で
使
用
さ
れ
る
樹
脂
・
ゴ
ム
、
半
導
体
製
造
プ

ロ
セ
ス
向
け
エ
ッ
チ
ン
グ
剤
な
ど
の
化
成
品
を
主
と
し
て
い
る
。

ダ
イ
キ
ン
が
国
内
外
で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
理
由
は
大
き
く
２
つ
あ
る
。

１
つ
目
は
、
空
調
機
に
お
い
て
世
界
で
唯
一
の
外
気
を
室
内
に
取
り
入
れ
て
換
気

が
で
き
る
機
能
を
開
発
し
て
い
る
。
ま
た
、
化
学
事
業
で
製
造
を
行
っ
て
い
る
、

空
調
機
に
は
欠
か
せ
な
い
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ガ
ス
は
、
オ
ゾ
ン
層
は
破
壊
し
な

い
も
の
の
、
温
室
効
果
が
高
く
二
酸
化
炭
素
の
数
百
～
一
万
倍
の
影
響
が
あ
る
ガ

ス
で
あ
る
が
、
ダ
イ
キ
ン
は
こ
れ
の
対
策
と
し
て
世
界
で
初
め
て
フ
ル
オ
ロ
カ
ー

ボ
ン
ガ
ス
の
漏
洩
を
遠
隔
検
知
す
る
レ
ー
ザ
ー
技
術
を
開
発
、
２
０
２
５
年
の
実

用
化
を
目
指
す
と
発
表
。
こ
れ
に
よ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
大
幅
な
抑
制
に

貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
空
調
機
の
性
能
と
空
調
機
使
用

時
の
地
球
温
暖
化
対
策
の
両
方
で
世
界
初
の
技
術
で
企
業
差
別
化
を
行
っ
て
い
る
。

２
つ
目
は
積
極
的
な
Ｍ
＆
Ａ
と
地
域
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
経
営
戦
略
で
あ
る
。

地
域
・
国
ご
と
の
経
済
状
況
や
気
候
や
文
化
に
合
わ
せ
業
務
用
・
家
庭
用
と
い
う

よ
う
に
販
売
先
の
注
力
を
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
中
国
で
は
不
動
産
市
況

の
回
復
が
遅
れ
消
費
が
低
調
と
な
る
な
ど
の
厳
し
い
事
業
環
境
で
あ
っ
た
が
、
ダ

イ
キ
ン
は
、
家
庭
用
を
中
心
に
販
売
を
伸
ば
し
売
上
高
は
前
年
度
を
上
回
っ
た
。

加
え
て
、
高
付
加
価
値
商
品
の
拡
販
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
取
組
み
に
よ
り
、
営
業

利
益
は
高
水
準
を
維
持
。
ま
た
、
海
外
に
１
７
３
カ
国
１
１
７
カ
所
の
拠
点
が
あ

り
、
現
地
で
の
調
査
や
ニ
ー
ズ
を
分
析
し
、
気
候
が
日
本
と
は
違
う
国
や
地
域
で

は
日
本
で
販
売
し
て
い
る
モ
デ
ル
を
販
売
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
需
要
に
合

わ
せ
た
モ
デ
ル
の
開
発
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
事
業
分
野
を
空
調
機
関
連
に
絞
っ
て
、
高
度
な
技
術
研
究
・
開

発
や
積
極
的
な
海
外
進
出
を
行
う
こ
と
で
世
界
の
空
調
機
業
界
の
ト
ッ
プ
と
し
て

あ
り
続
け
る
ダ
イ
キ
ン
は
、
今
後
２
０
２
５
年
ま
で
に
現
在
の
３
倍
に
増
加
す
る

と
い
わ
れ
て
い
る
空
調
需
要
に
合
わ
せ
て
、
大
き
く
成
長
を
続
け
る
期
待
が
持
て

る
企
業
で
あ
る
。
そ
の
期
待
の
表
れ
と
し
て
、
過
去
３
年
右
肩
上
が
り
の
ダ
イ
キ

ン
の
Ｅ
Ｐ
Ｓ(

1

株
当
た
り
の
純
利
益)

は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
予
想(

約
10

社
平
均)

で
は
、
２
０
２
６
年
３
月
ま
で
そ
の
ま
ま
伸
ば
し
続
け
１
１
０
０
円
を
超
え
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
高
値
約
３
万
１
千
円
だ
っ
た
が
現
在
約
２
万
円
を
推
移
し
て
い

る
株
価
は
短
・
中
・
長
の
ど
の
目
線
か
ら
見
て
も
購
入
を
お
勧
め
し
た
い
銘
柄
で

あ
る
。

最新注目銘柄

4/1 終値1,382円

4/1 終値13,390円

4/1 終値21,010円

※㈱Quick参照

※㈱Quick参照

※㈱Quick参照
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